
みんなにもできる、HIVの感染予防 

 

 

 

 

 

知っていますか？ＨＩＶとエイズのこと 
「Ｈ Ｉ Ｖ

エイチ アイ ブイ

」…ヒト免疫不全ウイルスのこと 「エイズ」…後天性免疫不全症候群という病気のこと 

  ＨＩＶというウイルスは体を守る免疫の働きを低下させます。免疫が低下したことで、健康な時には

かからない病気にかかることを「エイズ」といいます。ＨＩＶは感染したとしても、すぐにエイズを発

症するわけではなく、症状のない期間が数か月～数年あります。 

HIV の感染ルート 

  ①性行為感染 ②血液感染（注射の使い回し等） ③母子感染（出産時の感染、母乳を通しての感染） 

このようなことで感染することはありません。 

・同じつり革や手すりを使う ・同じ食器を使って食事をする ・おしゃべりをする 

・同じトイレの便座に座る ・汗や涙にさわる ・お風呂やプールに一緒に入る  

・握手をする ・せきやくしゃみをする 

HIV やエイズの正しい知識をもち、行動しよう 

  現在、感染したＨＩＶを体の中から取り除くことはできませんが、ＨＩＶが体内で増えるのを抑え、

エイズの発症を遅らせる治療薬があります。毎日薬を飲み続けなければならないという負担はあります

が、普通の生活も送れますし、近年では治療していれば他の人にうつらないことがわかってきました。

ただ、エイズが発症してしまうと治療が難しくなるので、早期発見が重要です。 

ＨＩＶに感染する、感染させる危険性は、他人事ではありません。ひとりひとりが正しい知識をもち、

行動に結びつけることが、感染の危険から自分を守るために私たちができることなのです。 
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小原田中学校 保健室 

他人の血液に 

直接触れない。 

自分の体と心は 

 自分で守る。 
安易で無防備な 

性的接触はしない。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
～１２月２２日は冬至～ 

 

 

 

 
 

２年生 薬物乱用防止教室 １１月３０日（火） 

郡山警察署 生活安全課の方にお越しいただき、講義を受け

ました。 

薬物の使用が引き起こす心身への影響について学び、薬物使

用に誘われることがあっても、自分の将来のために何があって

も絶対に使わないと決心したようでした。 

自分の体と心を自分で守り、薬物乱用と関わることのない人

生を送ってほしいと願うばかりです。 

保護者の皆様へ 

 １２月に入り、保健室には頭痛で来室する子が目立って

います。風邪の始まり、睡眠不足、疲れなど、その原因は

さまざまですが、寒さなどと相まって体調を崩しやすくな

っているようです。 

2 学期も残りわずかとなりました。体調を整え、充実し

た気持ちで終業式を迎えられるよう、これまでの感染症対

策と合わせて、早めの就寝・休養を心がけるようお願いい

たします。 

おうちの方々もお忙しい毎日を 

送られているかと思いますが、ど 

うぞお体を大切にお過ごしください。 

 身長・体重が気に 

なる人も保健室へ！ 

 最近、黒板の文字は 

読めますか？  

視力が気になる人は 

保健室へ！ 


